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心身ともにたくましい並木っ 子

ー めあてにむか って 仲 よ く挑戦一

I . はじめに

本校は、市街地校特有の虚弱児 （肥満 ・るい痩児）

問題の解消をめざし 、体力づ くりの研究実践を契機に、

これまで、梢極的な保健指溝、健康教育の充実推進に

努めてきた。

最初は、 心身の他やかな児童の指森から取り組んだ。

次に、体力向上の研究に取り組み、 「心身ともにた＜

ましい並木っ子の育成」に力点をおいてきた。そして、

その後は 、体力づく りを中核 とした体の健康 ・心の健

康づくりを推進、健康の自己管理力を育成する、具体

的な実践を続けてきた。また、現在は、それらを基礎

に、児童各自が「めあてにむかって挑戦」する生活の

確立＝健康で健全な基本的生活態度の育成により、児

釘の自己実現達成指導をめざしている。

2. 地域・学校の概況

川口市は束京と荒川を快んで接する、埼玉県の南端

埼王県の位置と隣接県
'- - I,_.,, 

埼土県川口市立並木小学校

校長 小 林徳之助

秋季運動会

にある人口40万の工業都市で、鋳物 ・機械工業、植木

花等生産が中心産業である 。

並木小の校区は、京浜東北線西川口束口四町会であ

る。駅周辺には歓楽街があり、また川ロ ・戸田の公営

レース開催時には、町の様＋が大き〈変わる。そして、

児童の遊び場が殆んどないうえ、校地 （運動場）も狭

〈、好ましい教育環境といえない状況である。

本校は昭和29年に児甑 283名で開校、その後都市化

が進み、現在は、 22学級、児童数 830名、教職員29名

の規松とな っている 。

昭和53年からの体力づ 〈り研究指定 （市 ・県 ・文部

省）、その後も引き続いて現れまで（昭57~60)体力づく

り・健康教育の研究を続け、自主発表を行ってきた。

3. 教育目標と健康教育

本校は健康教育を中核に、人間性盟かな実践力のあ
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学校教育目標

◎ 健康・勤勉・敬愛を目標の枯本とし、人間性翌かな尖践力のあるたくましい児猷をTf成する。

◎ 校』11 1勉 康 ・ 勤勉 ・ 敬愛 I

◎ 児釦汲 I心身ともにたくましし';If沐 っ( I 

並木小健康教育
I他 w 教 n I 

『標 -心…も腱休-も--強…〈--き崩た―-え--る-- ~ —進--ん-—でー一勁学-料-- -し-- -深-- 〈- -雙名え- --る-- -豊--か--な-整心でーー仲一--よ-遠＜助け…合---う-

I I I 
H栖とする I I 児窟i象 心身ともしたくましし、 ,11'.木 っ (
研 I I I 

喜健Iぶてたくましい体を育てるII I、1ら学ぶ力を有てる 閥かな心を fiてる

ti I I I I 

I I I 

r, ・r i ,~ 保蓋自 ビの" な背み学 一 学 校 校 お ふ さ 小 友 ，か lli 
か 転力し'・1 か 直な n人料 内外 は iLわさだ 1

動< •F ヒの ス ょ お 発 一 兌作 よあやなち
は >免力ぴル 此会 し よ 6/f}'< /,!, 学料 ういか 親夕'委i'会

内ば，rri,'i"活 活 夕 ii;究会展発 夕泊あり）イ li
谷 たテ揺動動 ィ 勅 表 イ 動 し、i,'; J..、会

け1・",. スト ム i,'; J._、さ 1;)) 活
動 動 つ 勅

し めあてしも力 っ1て 仲艮 〈挑 'iりーー」

児邪にと って 、学校か楽しい場

であり 、課題に熱中挑戦し、自分

の特性を発見伸長できる所となる

よう 、多様な活動を計画、推進し

ている 。

5. 基本的生活態度の確立指導

健康教育の県本として、健康づ

くり 「並木っ子ノート 」 をもとに 、

心身 ともに健康で健全な ），K本的生

活の確立をめざしている 。

-1:1の生活リスム (H諜 ）指＃

の1放底、保娃衛生的粁間の定約 を

図り 、牛存に、心の健康づ 〈＇）指柑

の晶礎とし て、児猷か自分のめあ

てにむか って熱中する 、栢極的な

生活行動の育成に努めている 。

6. 健康づ〈り推進の環境整備

るたくましい児童の育成をめさし 、教科等全領域を枯

礎とする全校的活動の展開によリ 、学校教育目標の具

現化、達成に努めている 。

児蹴に1動きかけて活動を誘発し、

特Iすの発見伸長できる環境づくリをめさしてきた。

(1) 体カ・億康づくり諸施設

4. 児童の特性を育てる並木っ子諸活動

体育活動の活発化をめさして校庭に遊具を増設、

また 、保健活動の充実のため、諸施設の整備充実を

図っている 。

並木っ子諸活動

◇儘康でたくましい並木っ子を育てる活動

l たか〈はばたけ活動
(!) 健康観寮板、（本格flj定盤 li'IL.'.・,M!l
(2)止し＼ヽ 姿勢 行のぴ運動、 一分1闊
(3) 湘みがきタイム 1給食後）
(.J) 染し＼ヽ 給食
(5) 辿IJ;疑視、視力，llil定
(6) うす済の料切

2 のびのぴ活動
（］） さわやかタイム （業前）

0めあてをも って運動
(2)並木っ(タ イム 業llllI 

〇並木っr体棟 05分1::1走
0並木っr行進 07ォークダンス

(3) (I)し<(I)ぴタイ ム （課外）
0遊具施設を使っての活動
〇動〈遊具 (-佐中、 ころがしタイヤ）
での活動

3 I Jヽ スル活動
(I) チャンヒオン大会 （水i,k、なわとび、
陸」・.、マラソン ）

(2) 検定会 （水泳 ・なわとび ・鉄怜・マ・J
ト・跳ぴ箱述動）

◇自ら学ぷ力を育てる活動

l なかよし us会
（ しタリi会 • もちつき兆会 ・給兵屈会）

2 (¥'楽船会 （第3七H!,'El)
3 みなおしタイム （籾数・国語）
4 学料発』ぐi,f;,Ji/J(教H、クラプ等）
5 校外学柑／発表活動 （公似展等）

◇健康でゆたかな心を育てる活動

l ふiLあ¥・ヽ活動
(I) ようこそ一年4・（歓迎会）
(2) 手つなぎ遠足 'I・6年）
(3) グリーンランチタイム （ふれあいJ.i.、場）
(4) 6年牛を送る会

2 友だちタイム
(I) 歌は友だち

〇プラスバンド部

o "'o・ 合合唱団
0並木っー(-,ヽ レード（汲笛、プラスパンド）

(2) 絵は友だち
〇絵いっば＼ヽ活動 0並木ギャラリー＇料丹

(3) 化は友だち
0並木ガーデン （学級 ・?年）
〇みんなて咲かそう （一人一鉢栽対・;泊動）

3 児(((船会 ('r,j週木財1日）

① 体力向上のための遊具（ 固定）

施設、動く遊！ しを允）これ?11iiiした

粘呆、児州の筋力が強ま')、i/i

動か竹しく泊発にな ってしヽ る 。

② 一輪車・竹馬等の遊具により、

述動への心欲的な参加熱,,,て、

、ド衡感¥i:の允jこに 1戎呆か見ら i,l、

仇いれの小泊態度も、 しヽきしヽ きた

〈ましさが堺してきている

③ 健康観察板、体格判定盤 （パ

ランスのよし、1本格つくり ）健康

つく 1)!.L、J-易等の設;i'/てJ,1;本的'I

活や'/ll't の ,.i:' バ•·;、 i建 l,Hの 1 、 I 已 :;-;'J'I'

へのIりJ心心識か強〈な ってし、る C

(2) 心の健康づくりの諸施設

健康で豊かな心、思いやりの

あるやさしい心を育てる、並木
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さわやかな空気の下で元気い っぱい

遊具で遊ぶ並木っ子

っ子諸活動に役立つ諸施設を充実整備し、活動の活

発化を図っている。

① 情操、感性を充実し、豊かな心の基礎づくりと

して、鼓笛 ・金管バンド ・コーラス等の音楽活動

や、並木ギャラリー、掲示施設の充実により、表

現 ・鑑宜力か向上してきている。

② 中庭の環境緑化、学年用花坦の揺備により、花

咲かそう活動 （一人一鉢栽培等）を展開、自然へ

の関し、取り組み姿勢、行動力か育 ってきている。

③ 教育 ・健康相談室を特設し、心身に問題をもつ

子の不安 ・悩みの解消をめざして、早期相談、適

切な措置のとれるよう活用、指迎に活かしている。

正しい姿勢をつくる

「姿勢コーナー」

7. 体の健康づ〈り活動

バランスのよい

体格づくり

体力づ くり研究実践を健康教育の中心にして、栢極

的な取り組みを行っている。

花を見なからグリーンランチ

並木っ子鼓笛演奏パレード

(1) 体力づくり活動

もやし っ子 （虚弱児）をな〈し、た〈ましい並木

っ子の育成を目標に、指定研究以降も 、体力向上の

自主研究を続けている。

① 業間運動並木っ子体操を考案（筋カ ・柔軟性強

化）全校活動として実践 （毎週火・木曜日 ）を続

けている 。

② 動く遊具 （竹馬・ころがしタイヤ ・一輪車）の

全校90%のブリ ッジ （並木っ子体操）
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-lie! 

地面までつけよう開脚運動

整備は 、外遊び奨励 と平衡感党の養成が目標であ

ったが、その魅力にひかれて、朝寂坊 ・登校拒否

児童が真先に登校するような変容もでてきている 。

③ 業後に、学年別体育活動を計画的に実践し、楽

しい体育活動の実現をめざしている 。

④ 業後運動のチャンピオン大会 （なわとび）では、

自己記録の伸長、体育技能の向上をめざし、好結

果 （記録更新）を得ている。

(2) 健康づ〈り諸活動

梢極的な保健• 安全諸活動 （たかくはばたけ活動

等）の充実活発化を図り、健康の基本的習恨の定着

徹底によ って、健康の自己管理力の育成に努めてい

る。

たかくはばたけ活動

た ただしい姿勢背のび運動

か 体をきたえる うす着の習恨

（ クラスそろ って 健康観察

は 歯みかきしよう 3、3、3

ば バランスのよい体格つくり

た たのしい給食残さず食べよう
サ ン マ ル ニ

け 健康なひとみ ~ 0 2 

① 健康観察板 （学級、個人別）に、登校直後自分

の体調を磁石で示すことにより、健康への意識化、

習慣化をめざしている 。

② バランスのよい体格づくり施設 （身長 ・体重・

判定盤）を活用し、関心をもたせ、意識化、習慣

の定着を図ってい る。

③ 正しい姿勢づくりには、背のび運動や姿勢づく

リペンダントを活用し、また、姿勢づく りコーナー

で正ししヽ姿勢への注店、謡識化指）井に力を入れてしヽる。

④ 健康づくり広場を設閻し、肥満児指迎や柔軟体

真剣な眼差しで自転車免許テスト

操のほか、学級会活動等ふれあい活動の充実伸長

を推進している 。

⑤ 交通安全の悔底強化をめざし、自転車免許テス

トを実施、指森の充実を図っている。

8. 心の健康づくり活動

健康で豊かな心の育成をめざして、多様な児童 （並

木っ子）活動を柏極的に推進し、目標の達成に努めて

いる 。

(1) 情操教育の充実指導

健康の基礎づ〈りに、情操教育の充実を図っている。

① 夢のある楽しい集会活動 （鯉のはり ，七タ ・餅

つき ・ひな祭り集会等）により、表現、発表力を

養い、協調してふれあい活動をする、実践力を育

成している。

楽しいもちつき梨会（児童会・学級・PTA共催）

② 鼓笛 ・金管バンドの演奏やパレードの展開によ

り、豊かな感性、情操を育て、また、技能、達成

成就感の経験から、自信にまで高めさせている 。
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③ 並木ギャラリーや掲示等によリ、美術工芸等の

美しさを知り 、豊かな感性、生活づくりの指森に

努めている 。

④ 一人一鉢栽培 （花咲かそう ）活動等により、自

然愛の心の育成に力を入れている 。

(2) 心身に問題をもつ子の指導

心身に問題をもつ子に対し、日常生活における基

本的生活内容を充実する指導、そして、問題をもつ

子の個別指材の深化充実を推進している 。

① 健康づ〈り 「並木っ子ノート 」をもとに、めあ

てにむか って挑戦する基本的生活態度の指西によ

り、特性を発見伸長させ、たくましい心身の育成

に努めている 。

② 教育 ・健康相談に力点をおき、問題の分析、検

吋等、指樹の深化推進に活かしている 。

(3) 奉仕・ 慰問等の活動指導

やさしい思いやりの心 （社会奉仕、慰問等）を具

体的活動体験により育てている 。

① 地域ゴミゼロ活動によリ、住みよい街づく りの

心を育成している 。

② と人ホームの慰問やアフリカ隈餓救済松金活動

を、肖少年'/2、-,ー字活動の一環として推進、他者へ

の文援、救済に力を尽 くす、 II及かい思いの心を育

てて いる 。

9. PT A ・地域との連携活動

熱心な協力後扱活動で、 PTA・地域の人々の力か、

健康教育 を支える 強い教育力とな っている 。

PTAのバザーは、額に汗して慟〈父母の姿が、 児

童に本仕活動の大切さを知らせる無言の教育とな って

t,-,_._ 

老人ホームてのふれあいを深める交流会

地域をきれいにゴミゼロ 活動

おり、その収益金で学校諸施設か整備充実されている 。

また校内の環境整備 （樹木の整枝 ・遊具の咬装等）や

児童諸活動を側面から援助している 。

① 体力づ〈 りノート、建康ノートによる、家族揃

っての健康づ〈り活動 （なわとび ・柔軟体操・歯

みかき • おやつの摂り方）等で、熱心に協力して

しヽる。

② 学校か推進する青少年活動（奉仕 ・袋金慰問等）

に、 一体とな って協力後援してお り、そのはか、

並木っ千諸活動 （林間学園、餅つき 某会等）に、

強力な後援を行っている 。

正しいみかき方でむし歯予防

10. おわりに

これまでの教育実践で本校は、初期にみられた 「も

やし っ子」は姿を消し、生き生き、たくましい並木っ

子が育ってきている 。そして、各方面の方々から 、並

木小には「勢いを感じる 」、「活力がある j と言われる

までに変容してきている 。今後は、これまでめざして

きた指導内容の撤底定着化が課題である 。
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太陽に向 か 、つ 子 ども

ー自らのからだ と心で主体的に

行動できる子ども一

ヽ
京都府京都巾立有済小学校

校長 北 尾素

正門から玄関へ

1 . はじめに

今日、学校に求められているものは、人間性敗かな

児童を育てる実践であり、柏極的な健康や体力の維持

増進と共に、主体性の確立、創造性の開発、連幣性の

涵養をはかる具体的な実践活動である 。教育は言うま............ 
でもなく実践であり、育うべきときに育つべきものを

育てる実践こそ今日の教育の最大の課題である 。

本校では地域実態、学校実態に照応して健康教育を

推進して10年になる 。今日の健康教育は単なる体力づ

〈り、保健の充実だけの問題ではなく、学校教育活動

そのものである。

従って、あらゆる学校教育活動を通して実践が推進

されねばならないと考えている。

2. 校区、学校の概要

京都の代表的な街、祇園を校区に持つ都心部にある

繁華街であり 、夜の歓楽街である。従って、交通、騒

音、照明 （ネオン ）公害や日照等の現境問題をはじめ、

校区には公l団はもとより、遊び場もな〈、子どもが育

つ環壕としては誠にきびしい実態である 。

本校は明治 2年10月21日に開校された歴史と伝統の

ある学校である。児童数は昭和31年の 974名をピーク

に年々減少し、昭和60年度は 198名 (7学級）とな っ

ている。

本校は同和地区を含む学校であり、同和問題の解決

をめざして長年同和教育の推進を重点課題として取り

組んでいる。また、福祉対策地域を対象とした福祉対

策なり、福祉教育を推進している。京都市における都

心部の繁華街というだけでな〈 、学校として多〈の今

日的な課題解決をめざし た多様な実践活動をすすめて

しヽる。

3. 学校教育目標と特色ある教育活動

教育の今日的課題、 地域実態、学校実態に照応して、

人間葬重を軸として人権尊重の基本的な考え方を育て、

たくまし〈豊かな人間性と 、主体的な行動ができる子
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ども （自分で考え、正し〈判断し、行動できる子ども ）

の育成をめざしている。具体的な目標•として次の 3 つ

の目標 をかかげている 。

0 カいっぱい学習する子

〇 だれとも仲よ〈する子

〇 きまりをし っかり守る子

(1) 研究推進の構想

自らの健康を創り出す・・・・・・・..… 

豊かな感覚を育て ， 臣 来 の生活の墨盤をきず く

正しい姿勢

一意欲的に学習1ことりくむ

子ども一

兒る．搭＜．聴く ．話す．

続む訓練

ー自ら考え．正しく判断じ

行動できる子ども 一

（社会科．道西の中で）

l 
遊 び （太陽の時間-~ くの 木 の時間等）

タ イ ヤ遊具 ・三角馬の活用

体育学習を中心として

基本的生活習 tt'1 の確立

ーコケコ ブ コー運動を中心に一

閉眼片足立ちの実施

校庭より太鼓楼兼望楼を望む

（明治9年につくられ、当時、時刻を知らせた。

明治の重要建築物である 。）

(2) 学校保健計画

本年度の重点目岨 「・みずからの吐譲を創る子どもを甘てる」

I. 111!11●双の霞匹

,. 基本的な生活翌tl1の育成

◎ コヶコ，コー遵動の遺這 • コケコ，コー デーの＆定 （毎月 0とSのつ（日）

• テレピを見ない．阜ね."'"さ・ 生活Ill<の実島

◎ 平衡閃記の育成

3. 保健指導の充火．徽庄

・保健デー 毎月Olt土曜日 4佼巧 （シ ．ートの保鰻后導 ）

•月口~1111の学ほ粕導 （笥設の保鰻拓導 ）

・ 保蜻ピより 「すこやか」の発行 （保健デー． コヶコ， コーデー）

,. 保錢字可の充実・微底 • S. 6年対孜

s. ? 曹予防の管l'1と行導 ・帳の懲東I<対する保聾指導 ．＂割1fi導の元実．覺ぽ

・国苔染めだし；Cよる 頃みがさ け濁

• カリオスク ，卜による う蝕活動性試麟

・袷食後の全佼峨みがきの実患

・歯みがさ カレン ダー

・食邪．“やつの指導

・治疫の売旺 （治望$I O O !I<をめざして）

6 沃内異常児童の胃珂と花導

◎ 況カl',73対策 • 干防 （むくの不の町問の遠望視 ）

・視力児常児童 （保健指導 ）

◎ 肥轟対策 ・氏”“やつ．生活の即昂

7 ,, がの防止

• - 漣煩ff!汲

9. 体刀づくり

・Q'II霰1!1

• 安全,,行勤と遺Iiな判断の指芯

・受傷町の肛りあつかいと指尊

・ 孜忌• ードの整濁 ・慮病 .,.,テの活用

・字lllll回以上

・,.,,の 木の巧問（ 稟間体育 ） ． 太高の•l lfflC 透び）

.. イヤ辺Aの活用

10. 'I'校保鰻委日会 ・年/1115回

I¥. 地以辻会との辺携 ・家厖訪悶

・保健所.;:. 祉,,男所．関係医Ill覗関との述携

(3)基本的な生活習慣の育成

一生活リズムの確立一

「コケコ ッコー運動」を提唱し、健康に対する関心

や意欲を高め、主体的に行動できる子どもの育成をめ

ざし、学校、家庭、 地域ぐるみの取り組みをすすめて

しヽる。

（ア） ねらい

児童が活気あふれる充実した一 日を過ごすために

は、朝から目も頭も覚ますことか ら始めねばな らな

いことを自党させる 。

（イ）実施日 月6回、 5と0のつく日

（ウ） 内容

〇 よ〈遊ぶ

太賜の時間、むくの木の時間 （毎日の業間体育）、

なかまの時間の運動の徹底

〇 テレピは見ない （コケコッコーデー）。常にテレ

ピ視聴について考えさせる。（番組の選択、見方）

〇 間食はしない。

遠足、修学旅行、野外教育キ ャンプ等においても

一切おやつは持参しない。

o 10分早く起きる。
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「早〈起きるためには早〈衷る ことだ」 「早〈寝

るためにはし つかり体を動かし、汗をかくことだ」

という基本的な生活習阻の大切さを体験を通して

自覚させたいのである 。早衷、早起きが快〈自然

にできる体づ〈り、家庭環境づくりへの努力が子

ども達の学校生活を支えてい〈基盤ともなる 。

、ヽ~--←—
.,._, 

—- . 
, .-.~ _ ..... 

コケコ ッコーデーの標示

（児童保健安全委員による ）

(4) 体づくり

一平衡機能の育成から一

今日の学校保健の重要な課題の一つに平衡機能の育

成がある。

（ア） タイヤ遊具の開発と活用

現在、本校には約 450本余りの大小様々のタイヤ

を組み合わせた手づくりの遊具がある。この開発の

ねらいは"遊び、、からの出発であり、遊びを通 した

自然運動による平衡機能の育成をめざしたものであ

る。特に、"転がる、、‘‘はずむ、、等のタイヤの特性を

生かし 、 ‘‘めまい、、や模倣といった遊びの要素が最

大限に発揮できる条件の設定を考えたものである 。

muL 

（イ）

いろいろなタイヤ遊具

タイヤ遊びの例

C
繋
用
足
場
と
し
て
便
用
さ
れ
て
き
た
．

ペ
イ
プ
の
石
さ
三

・
八

メ
ー
ト
ル

0 いろんな動きかで●るよう

"なれは楽しくなる．

ーー クイヤ輻55o,

7~~ 認，ィャの回ぷ
の速さ が賣なるため．

I 
見た日以上に只慎感の

， いる選ひか生まれてく
る．

0反遺が回してくれる．
ヤ
I ,, 
ン

m 
, - ;,A,,. 

• • li (I, 回す．
ャ・
I 
ル 。なかまのあるすばらしさがわかる．

一三負鳳 （トライバランス）の例一

貪〇子を鱈してもパうンス"
くすさ'"、． <〇邊ろ向●ても璽りこなす．

曼りなから"101きにかわる．

回←する,.ヤ

0動きがすばやくなる．

ヤーリング用のキール
--- ゆれを大さ くする、

0立てても．倒しても笈しい
辺11てある．

回にするタイヤ

5人b人っている
ことがある．

ー ＇イヤの中に入 って
転がしてしらい、め
まいを楽しむ，

転がる タイ ヤ

三角馬 （トライパランス ）

京都の銘木北山杉の除伐材を利用したものである 。

軽くて丈夫であり 、この遊具は動きとして自然であ
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り、全身運動に適している 。遊びの方法、内容は10数

種類に及んでいる。特に 、平衡感覚を中心とした調

整力、筋力が養われる ことや土ふまずの形成と共に、

つまさきの刺激から脳などの神経系を刺激し、その

発達を促進している。

一 角馬遊び

(5)遊ぴを通した業間体育

本校のシンボルである樹令 250年にもなる 「むくの

木」にちなんで名づけた 「む〈の木の時間」と いう業

間体育である 。10年間常時活動として続けられてきた

意義は大きい。むくの木の時間のめざすものは、

（ア） 体づく り

（イ） 集団の場で伸び伸びとした動きを引きだす。

（ウ） 伸ぴ伸ぴと動〈ことの自 由さと 楽しさを味わう。

（エ） 遊びや社会生活への広かりや充実をはかる 。

（オ） 一 日の生活の流れに変化と潤いを持たせる。

（力） 学年間のたてのつながり、学年内のよこのつな

がりのよさを生かして、遊びを通した豊かな人間

関係を深める。

（キ） 教師と 子どものふれあいを通して児童理解を深

める （遊ぶ生徒指祁）

等、遊びを通した業間体育であり、教師の指導よりも

児童か主体的に取り組み、遊びの内容、すすめ方など

リーダーを中心として、たてわり グループで考え実践

している 。

また、このむ〈 の木の"なかよし グループ、、 （たて

のつながり ）の活動を生かし、集会活動、野外活動、

栽培活動、遠足等多様な取り組みへと拡充、発展させ

ている。

以上、これらの活動を通して、児童自らが遊ぴを創

造し、遊びを通して自主性や仲間意識が育ってきてい

る。そして大切なことは児童が遊びの中でルールをつ

〈っている ことで、そ こには自然に人間閑係が深めら

れ、盟かな心が育てられているのである 。遊び場かな

いという本校の地域実態から、教職員の創意工夫を生

かし、遊具のI丼l発、運動場の開放、手づく りの教育環

境づくり等の条件整備を行い実践している 。

(6)歯科保健活動

学校保健計画の「う歯予防の管理と指迎」に重点項

目を挙げている。

本校のう菌の罹息状況

昭和 60年度歯科検診集計表

人 R

百分 寧

9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
 

歯科保健状隅

（永久歯う歯処置完了歯の百分牢 ）

度
45 46 47 這 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

う 歯 （永久 歯 ）治療率

年度 検査人数 ④永久撥う轡総数 R 処理完了歯数 @R x 100 

43 4 I 9 625 43 0 5 9 I % 

44 399 608 368 60. 5 

45 3 9 4 6 I 2 3 4 6 5 6. 5 

46 393 6 0 1 3 6 7 6 I I 

47 366 6 I 5 3 7 I 6 0. 3 

48 3 5 8 620 3 8 1 6 I 4 

49 3 3 3 6 I 9 386 6 2. 3 

50 3 2 7 6 I 0 372 6 I 0 

51 3 I 4 626 4 I 2 6 5. 8 

52 3 I 0 5 3 3 3 23 6 0 6 

53 3 2 2 5< 9 43 5 7 9 2 

54 300 SO I 408 8 I 4 

55 2 9 3 4 6 5 399 8 5. 8 

56 2 9 8 5 2 < 47 2 9 o. 1 

57 275 560 4 5 6 8 I 4 

58 2 5 3 457 '0' 8 8. 4 

59 220 376 3 5 2 9 3 6 

60 I 9 8 3 2 0 2 8 4 88.8 
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昭和53年、 54年度文部省指定のむし歯予防推進指定

校となる 。昭和57年学校歯科保健奥村買 （努力其）受

賞、昭和59年学校歯科保健特別宜、昭和60年第 2回京

都府歯科保健文化賞 （京都府歯科医師会）受貨。

児童のう歯予防に対する自覚も高まり、 学校、家庭、

歯科医の連携と協力により大きな成果をあげてい る。

う歯治療のようす

(7) その他の特徴的な教育活動

紙面の関係上、生活リズムの確立、業間体育、平衡

機能の育成 （タイヤ遊具の開発と活用 ）等について述

べたか、その他の活動について項目のみ挙げておきた

1., ヽ

（゚ア） 学校保健委員会の活動

（イ） 全校児童集会活動 （毎週月曜日、音楽、運動、

安全、保健、お話、読書等の集会）

（ウ） 有済農固に おける栽培学習

（エ） 一鉢運動 （植物栽培）

（オ） 手づく りによる学校環境づくり （観察池、造形

遊び砂場、動物村、 自然観察園等）

（ウ） 三重県奥志摩に おける野外教育キャンプ (5、

6年 2泊 3日）

（キ） 耐寒マラソンとぜんざい大会

七夕音楽会

親と子と教師の集い （全校）

（ク） 親と子と教師の集い （各学年毎、体育的、文化

的内容、話し合い等）

（ケ） スボーツ教室（柔道、バスケ ット、バレー、卓

球、ソフトボール等）

（コ） 平衡機能検査と生活実態

・ 視性大円節による。

. • 開眼片足立ち （飛行機型）による。

（サ） フリッカーテストと生活実態

等、以下略。

視性大円筒による平衡機能検査

（足踏み検査）

4. 今後の課題

前述のように、今日の健康教育は学校教育活動その

ものであるという認識を更に深めなから、あらゆる学

校教育活動についての点検と充実を図らねばならない。

今、子どもをどう育てるのか、体づくりをどうするの

か、生涯にわた っての健康で安全に生きぬく子どもの

育成はどうあるぺきか、 学校、家庭、地域社会のそれ

ぞれの立楊で考え、現状を見直すとともにその責任を

果たすべきである 。特に、学校か先導的役割を果たす

ことか家庭、地域への連動を強化することになると 考

えている 。
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,, 小さな学校の大きな活動＼＼

健康教

30人の子ども達

をめざした

育

島根県浜田市立宇野小学校

校長 大崎武 晴

1 . 学校の概況 校舎配置図

浜田市漁業の町からびスで25分、緑豊かな自然環境

に恵まれた山あいの静かな牒村地帯。児童数30名、教

貝6名。複式 3学級の極小規模校、開校 108年の歴史

と、築後75年を経過している一部二階の木造校舎は、

課l雅枯淡の美、のおもむきを呈している 。校庭は一

周80mのトラ ックと、その周辺に、体力づくり運動の

手づく りの施設かとり囲むように配備してある小さな

学校である。

2. 本校の健康教育のねらい

とか〈、 小規模校少人数の学校となると、活力に乏し

く、積極性にかけ、無気力、無感動、無表情で、迫力

のない学校、子ども達をよく見かける 。本校の場合も

その例外ではなかった。その上学校環境や諸施設も老

朽化し 、地域も過疎化傾向である 。

この現状を、何とか ,,活力のある学校．， ＂やる気，．

のある子どもに育てるためにはどうすればよいか。済

任後、職貝、 PTAに強く 呼ぴかけ、 小規模校の特性

を見直し、その特性を利．点とする学校づく りに芯手した。

まず、児童の発意、発想をとりあげ、 PTA・地域

の人々にも本校の教育課題について理解と協力を強く

二呼、V- 1/111·~

R II Y もf 

I 
~~(S;([~ 〇焼月l叙<i ＠ ◎ 竺］
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求め、宇野小教育の改革改善を図った。

教育は、教師の教育力、創造と活力ある教育指＃に

よってなされるものとして、 「小さな学校 大きな活

動」をめざす健康教育即全人教育として出発した。

つよい宇野っ子

〈ふうする宇野っ子

たすけあう宇野っ子

に育てる 。

3. 教育目標

(I) めざす健康な学校像

教師自らか、豊かで健康な心と体をもち、子どもの

よろこび（感動）は教師のよろこび （共感）となる活

動を重視し、子どもひとり一人を見つめ、たしかめな

がら、心 ・体 ・頭の健康な子・健康な学校とする。

(2) めざす健康な児童像

① 思いやりのある豊かな心をもち、たすけあう子

（心の健康）

② 根気強〈、がんばりとおす強い子

③ 本気で勉強し、〈ふうする子

(3) めざす健康な家庭像

（体の健康）

（頭の健康）

① 健康第一 家族ぐるみの「攻の保健活動」 （特

に、食事、視力、歯の管理）

② 子どもの心を大切にする。

あいさつ、話しあいを通して、子どもを知り 、

心を育てる。

③ 勤労体験を尊重する。

家事の分担とポランティア活動の推進を地域

ぐるみではかる。

4. 健康教育の基本的な構え

(1) 健康観の確立

築後 75年の校舎

教師、児童、保護者に、機会ある毎に、真の健康に

ついて、 WHOの健康観と教育基本法の教育の目的に

よる健康な教育の推進について理解を求め、健康教育

の基盤となる学校保健委貝会へと発展させる。

(2) 指導機関の協力体制の確立

三師会、市当局、市教委の強力な協力と指迎をうけ、

本町自治会の代表者も参画し、地域ぐるみ、町ぐるみ

の実践活動にする。

~ r ~~,. ,, 健康を自分で

たしかめる

5. 健康教育実践の三年間の概要

(1) 一年次― 心の健康づくり

小学校教育の基盤は、集団生活への適応化と集団で

の個の確立をはかる ことではなかろうか。そのために

はつぎのことを指迎の柱として実践した。

〇 生活の基本を正す。健康な生活習慨を定着化させ、

学校生活への構えをつくる ことである。そのことを

本校では、心の健康づくりとしてきた。

① あいさつ （ おはよう • こんにちは）が気軽に、

しかも、大きな声で、人より先にできる。

② はきものを、きちんとそろえる。

③ だま って、そうじをする。
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物を大切にする。

古い校舎を美しく磨きあげ、若返らせる 。

①は、礼儀正しさと好ましい人間関係を育てる。②

は、自立心や主体性のある人間、個の確立をはかる 。

③は、物のありがたさ、価値についてわからせ、体を

通して感謝と物の大切さを体感させる。

このことは、常時、学校 ・家庭を問わず、どの児童

も、そして教師も親も家族全貝が毎日しなくてはなら

ない生活行動である 。

その場、その時に評価、たしかめあうことかできる。

この三つの生活の基本行動を通して、心の健康づく

りとして毎日実践させてきた。このことが身につく こ

とによって、生活や学習活動に構えかでき、意欲的な

‘‘やる気、、の学校となってきた。

(2) 二年次~ り

意欲的、やる気ができれば、つぎはなかみの教育で

ある。形をつくり内面化をはかる、知的、身体的な健

康づくりである。

極小規模校の特性を生かす。特性を利点とする教育

活動として、ただ学級内だけの活動

で終わるのでなく、発展的な活動と

して広く活動する場、発表する場を

つくり、切磋琢磨する場として活動

意欲を高め、表現力の豊かさをねら

うことにした。

学級内活動から全校活動、全校発

表活動の時間を多く特設した。その

時間はゆとりの時間の活用、宇野小
．．． ． 

宇野小ふれあいタイム年間計画

月 テ マ 活 動 内 容

学校や学級のなかまづ〈りと活
4 なかまづくり

動の計画

5 さつまいもづくり 班編成と畑づく り

6 たのしい体育祭 陸上・体探のチャンピオン大会

7 七夕まつり 祭りと狐い

8 たのしいキャンプ 協力して楽しい野外活動， 自悛大会 一人ー研究発表

10 収穫祭 さつまいもはりと感謝祭

ふるさと学習 手づくり工作や宇野の歴史、
II 

読 :;t}祭 お話と朗読

うで〈らぺ ．のど く 歌唱や器楽演奏を中心とした楽
12 

らぺ大会 しい発表会

1 かるた会とたこあげ 親子かるたづ〈 リ・たこあげ

2 卓球となわとび 全校点球大会となわとぴ大会

3 お別れ会 卒業生をお〈る

タイムである。この宇野小タイムは指森計画にそ って

各学年の枠をはずし、全校児童、教師も生活活動編成

により四グループに編成し、上学年、下学年の相互補

完の活動、助けあいの活動、創意工夫する活動として

実施してきた。この活動を通して、児童の能力、特技

の開発になり、教師は特技、特能によりすぐれた指迄

技術や指森のポイントを修得、研修する場にもなり、

本校の個性的な活動、特色的な活動として展開した。

この活動によ って 、児童も教師も共に学ぴ、共に育つ

活動として生き生きとした構えができてきた。

この活動によって児童の表現力が豊かになり、活動

か梢極的に活力ある表現活動となり、全校が趾動感を

覚えるようになってきた。

知、徳、体の調和と活力ある全人教育 ・健康教育で

ある。

青(3) 三年次~徳•体の調和と活力ある健康教育

「小さな学校の大きな活動」

生活、学習の基礎、基本を正し、やる気のある子ど

もづくりをする。健康教育は、校長はじめ全教員、 P

TAか一体とな って、健康な活力ある学校づ〈りをす

ることである。

まず、教師 ・児童 ・PTAの組織活動の充実と活発

化をはかること、ひとり一人か健康教育、 本校の現状

を深〈認識してどう改革し、どう改善するかが第一で

ある。たえず創造することによ って新たな課題が生ま

れ、その課題をどう解決してい〈かを考える姿勢か大

切。 「日新・日々新」なりである 。

三年間の歩みをまとめる年として、教育の調和と活

力ある大きな活動する学校として出発した。

はからずも昨年 9月21日、全日本他康優良学校表彰

会より中央実施審査をうけられる幸運に恵まれた。
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勤労体験 いもづくり

学校、家庭、地域あげて謙虚に指涅、審査をうける。

今日まで歩んできた本校教育の総合評価をうける二度

とない機会として、平素の活動をありのまま審究日程、

審査内容として プログラムを組んだ。

中央審査委員の先生は、つぎの方でした。

0 山内太郎先生 （新潟大学教授、

束京大学名昔教授）

〇 平山宗宏先生 （東京大学教授）

〇 坂本元子先生 （和洋女子大学教授）

〇 内田幸男先生 （束京女子医科大学教授）

全日本健康優良学校実地審査日程

(60. 9. 21) 島根県浜田市立宇野小学校

顛 活 動 時 刻 所時要間 会楊

l 集 団 登 校 7 : 50 

2 娃康 のたし かめ 7 : 50-8 : 00 10 購売前、校庭

3 おはよ うタイ ム 8 : oo-8・20 20 校庭（講棠）

4 職 且 朝 礼 8 . 20~ 8 : 25 5 職貝 室

5 柑 掃 8 : 30-8 : 45 15 全校内

6 建康観察・学級朝礼 8 : 50~ 9 : 00 10 各教室

7 全校 の広 場 9 : 05-9 : 25 20 講 棠

8 学 料 指 if/, 9 : 30-10 : 15 45 各教室

9 できたぞ＇タイム 10. 15~!0: 35 15 校庭（講堂）

10 ぽ〈 ・わたしの研究 I0.45-ll:J5 30 講 ,.呈_ 

II チャンピ オン大会 11.25~12:10 45 講 堂

12 昼 食 12 . 10-12: 45 35 各教 室

13 集 団 下 校 12: 50 

14 レクレエーション 12 : 55~ 13 : 15 20 講 呈・= 

15 児童 との話し合い 13・20-13 . 50 30 二学級

16 学校保他委貝会 14・00-14・50 50 講 品平

17 保護者と の話し合い 15. 00~!5. 40 40 三学 級

18 
保勉主・Ji. 投護教諭

との話し合い
15'00~]6:25 85 保健室

19 教師 との話し合い 15:45-16:25 40 三学級

〔年報〕健康優良学校 （朝日新聞社）につぎのように

講評されていた。

〔山内太郎先生評〕

………、まず思い起こされるのは、児童数30名極小

規模の宇野小 （島根）で、児童みなが生き生きと躍動、

どの場面でも自信をも って発言 し行動していたことで

ある 。児童がこのように変ってきたのはまだごく最近

のことというが、かつての日本一原井小の保健主事で

あった現校長が二年前に着任、 「小さな学校の大きな

活動」を目指して健康教育を本格した 、 その直接の

成果とみてまず闇違いはあるまい。その要は、 一買 し

て児童の発意を蔚重し、児童の見つけた活動を大きく

育てようとしたことであり、同時に児童ひとり 一人の

表現力 （知的、身体的、心的）の個別的、集団的指迫

に集中して力を注いだことにあるという 。 ・・・・

大変身にあまる講評をうけ恐縮している 。

誰もか、本校教育に深い理解と協力をしていただい

た賜と深く感謝している 。

教育は、教師の創造的な教育力であり、学校教育を

温かく支えていただく地域や、教育関係機関の教育力

のおかげだと強〈体感するものです。

有難うございました。

今後も 、更に、健康教育に創造的で活力をも って精

進したいと念じています。

（保健教育 ・保健管理の実際は略）

できたぞ 1タイム

全校給食の一こま



昭和60年度 健康優良学校

大規模校の部 (19学級以上）

全国特別優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

埼玉県川口市立並木小学校

愛媛県伊予三島市立三島小学校

秋田県能代市立第四小学校

岡山県岡山市立西大寺小学校

新潟県西蒲原郡弥彦村立弥彦小学校

中規模校の部 (7~ 18学級）

全国特別優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

京都府京都市立有済小学校

熊本県熊本市立城東小学校

静岡県湖西市立東小学校

愛知県稲沢市立清水小学校

茨城県笠間市立佐城小学校

小規模校の部 (6学級以下）

全国特別優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

島根県浜田市立宇野小学校

青森県西津軽郡木造町立出来島小学校

神奈川県津久井郡津久井町立青野原小学校

栃木県河内郡上三川町立坂上小学校

石川県輪烏市立大倉小学校
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